
博士前期課程／口腔保健学専攻／修士（口腔保健学） 

口腔保健学専攻（博士前期課程）では，健康増進及び疾病管理の視点に立って自らの専門領域

を捉えうる歯科衛生士教育の担い手や高度専門職業人を養成することをめざし，以下の方針で

教育課程を編成・実施します。 

1. 履修科目は口腔保健学の基礎や基盤を形成する基礎・専門科目，応用力を養う専門科

目及び実践教育を行う専門科目の 3 段階を基本として，各レベルに必修科目を設け，学

期進行とともに履修可能科目レベルも上がる段階的教科編成とする。

2. 基礎科目として，医療系研究科（医・歯・薬・栄養・保健）が合同で開講する全専攻系共通

カリキュラム科目を受講させ，学際的な基礎的・臨床的知識を修得させる。

3. 専門科目に次世代の歯科衛生士教育の担い手及び研究者を養成する「教育・研究系コ

ース」と社会が求める高度専門職業人を育成する「臨床系コース」の 2 コースを設け，各

専門分野の担い手として卓越した能力が培えるカリキュラム構成とする。

4. 先進的な口腔保健・歯科医療・社会福祉技術とリサーチマインドを備えた教育・研究者や

高度専門職業人養成のため，必要科目を確実に履修させる体制を整え，最新の研究成

果を学びながら自ら研究を遂行し，口腔保健学の進歩に貢献できるよう研究指導を実施

する。


